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研究成果の概要（和文）：本研究は、真理探究の営みである哲学が元来有していた、常識や社会通念をラディカ
ルに解体する「根源的批判」としての機能を、西洋・中国・近代日本にまたがる比較思想史的視座から再検討
し、その現代的意義を探究した。その成果は、哲学・倫理学・宗教哲学・政治哲学といった各分野の学会、論
文、図書をつうじて公表された。代表的なものに、宮野真生子『出逢いのあわい――九鬼周造における存在論理
学と邂逅の倫理』（堀之内出版）がある。

研究成果の概要（英文）：This project aimed at reexamining the essence and actuality of philosophy as
 radical criticism of common sense and conventional knowledge through comparative researches on the 
Western, Chinese and Japanese history of ideas. The fruits of the project were published through 
presentations at various academic conferences, journal articles and books, such as MIYANO Makiko, 
Contingency and Encounter: Logic of Existence and Ethics of Chance Encounter in Shuzo Kuki 
(Horinouchi-shuppan, 2019).

研究分野：思想史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、根源的批判としての哲学のあり方を比較思想史的に考察することをつうじて、哲学が（１）人々が信
奉する世間知をラディカルに解体するとともに、（２）批判的思考を喚起することで人々自身が倫理・政治・宗
教などをめぐる既存の通念をみずから問い直すことをうながし、（３）相互批判を実践する新たな対話の空間を
開く営みであることを、明らかにした。この洞察は、哲学を、大学という制度に支えられた単なる専門知にとど
めず、日々の生活にねざした批判的対話という、真の意味で公共的なアクチュアリティをもつ根源的批判知の実
践として捉え直すうえで、貴重な貢献をなすものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現代政治哲学では、「哲学」を、公共的実践や市民的啓蒙と矛盾せず、むしろ協働・融合
する営みと見做す傾向が強まっている。その代表が、政治哲学の課題を公正な社会の基本構
造とそれを支える市民の育成と位置付けるロールズの自由主義理論や、理性的対話の導入
による民主政治の再活性化をはかるハーバーマスの熟議理論であるが、これに呼応するよ
うに、哲学分野では、「哲学カフェ」や「公共哲学」など、哲学の実践的意義を追求する試
みが盛んである。こうした動向は、哲学知の公共化・民主化として歓迎すべき事態ではあろ
う。だが、トクヴィルが予見しオルテガが慨嘆したように、民主化・平等化が大衆化・凡庸
化と不可分であるとすれば、哲学に求められているのはむしろソクラテス的な批判、すなわ
ち人々の無理解さらには迫害をも恐れず真理を愛求し、世間知を徹底的に解体し、刷新する
ことではないのか。哲学を、開かれた知的営為として活かしてゆく道を探りつつ、根源的批
判という哲学本来のあり方を今一度捉え直す必要があるのではないか。 

 
 
２．研究の目的 
 上記の背景にもとづき、哲学という営みを根源的批判という視座から捉え直すという問
題意識のもと、多様な思想的伝統のなかで展開されてきた批判知のかたちをめぐる比較思
想史的研究を行う。具体的には、政治哲学、倫理学、宗教哲学、中国思想、近代日本思想、
という 5 つの領域ごとに世間知に対する哲学的批判のあり方を浮き彫りにした上で、それ
らの共通点と差異を検討することで、過去の多様かつ豊饒な思想的伝統を踏まえつつ、今日
的な課題に応え得る新たな批判知としての哲学の再構築をめざす。 
 
 
３．研究の方法 
研究目的を達成するために、各領域における様々な哲学的批判のあり方を明らかにしつ
つ、相互に比較検討を進める、という方法をとる。政治哲学領域では、アーレントとハイデ
ガーの思想的対決などを中心に、西欧哲学における政治批判のあり方を再検討する。倫理学
領域では、時間論の観点からのヒューム倫理哲学の再検討などを中心に、哲学的な社会批判
と社会的共生という倫理的要請との接点を探求する。宗教哲学領域では、死者およびその記
憶をめぐる思考がもつ、生者中心の社会通念を批判する契機に着目しつつ、人間の尊厳をめ
ぐる宗教哲学的省察を進める。中国思想領域では、荀子の心術などを焦点に、権力政治と政
治的理念のはざまで、政治批判と政治参加の接点をさぐる思考様式を浮き彫りにする。近代
日本思想領域では、九鬼周造や田辺元など京都学派の哲学的思索の意義を、近代化する日本
社会における新たな批判知の構築という観点から捉え直す。こうした各領域の研究成果を
踏まえ、定期的に共同研究会を開催して活発な議論と相互批判を行うとともに、西田幾多郎
記念哲学館（石川県かほく市）にて市民講座や哲学カフェなどの企画運営に携わっている同
館研究員の中嶋優太氏の協力を仰ぎ、人々が自らの生のありようを日々の暮らしのなかで
問い直す、いわば日常生活に根差した哲学知の可能性を検討する。 
 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、大きく分けて二つある。第一に、思想史における「批判」の位相や様態
の多様性が明らかにされた。一方の極には、犬儒派や初期キリスト教のよう に、世間知へ
の根源的批判を社会の存在そのものに向け、一切の社会的共生からの離脱あるいは超克に
よって人間の本来的生を追求しようとする視座があり、他方の極には、近代西欧啓蒙思想の
ように、批判の場を言論の自由にもとづく相互批判という公共的実践に開いてゆく視座が
ある。そして第二に、こうした多様な批判のあり方の比較検討を通じて、それら両極のいず
れかのみに偏ることなく、両者のはざまに立ち、他者との間に新たな批判知の空間を開いて
いく点に、根源的批判としての哲学のポテンシャルが発揮されることが明らかにされた。以
上から、根源的批判としての哲学の特質と可能性を、以下の三点にまとめることができよう。
すなわち、哲学とは、（１）まずもって人々が信奉する世間知をラディカルに解体する根源
的な批判でなければならないが、（２）それを通じて人々自身が倫理・政治・宗教などをめ
ぐる既存の通念をみずから問い直すことをうながすという啓蒙的機能をはたし、（３）さら
にそこから他者との間に新たな批判的対話の空間を開く公共的実践に結びついてゆく。こ
の洞察は、哲学を、大学という制度に支えられた単なる専門知にとどめず、日々の生活にね
ざした批判的対話という、真の意味で公共的なアクチュアリティをもつ根源的批判知の実



践として捉え直すうえで、貴重な貢献をなすものと考えられる。 
こうした成果は、哲学の今日的意義を、大学という制度に支えられた単なる学知ではなく、
哲学カフェなどをはじめとする市民的実践を含む、真の意味で公共的なアクチュアリティ
をもつ「根源的批判知」として捉え直すうえで、貴重な貢献をなすものと考えられる。これ
らの成果は、５で挙げる論文・図書等で公表されているほか、「アカデミックカンファレン
ス 社会における思想の役割」（2017 年 9 月 30 日、東京）の共催などに結実した。また、
こうした研究成果の一部をおさめた論文集が公表される予定である。 
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